
 

   “ありがとう さようなら  

         旧大湫小学校舎“  

 

 

                                       

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

おもな内容 

・小学校への思い,10 月の俳句 …P2 

・秋祭り他         …P3～P4 

・「オオクテ・ツクルテ」    …P5 

・みんなの農園他       …P6 

・丸森だより他      …P7～P8 

・ 

 

平成 29 年 11 月 

第 376 号 

秋晴れの中「山車」が練り歩きます‼10/1 



 

 

 

小学校解体への思い 

旧大湫小学校の校舎は私が 4年生の時新築されましたが、それから 59年

も経過し物忘れも重なって当時のことはほとんど覚えていませんが、新し

い校舎の木の香りと新品の黒板や床板に感動したことが思い出されます。 

床や廊下は、床用ワックスなどない時代、米ぬかを木綿袋に詰めたもの

を各家庭で作りその油で磨いたこと、高い二階の窓ガラスを恐々拭いたよ

うに記憶しています。 

いたずらして立たされた廊下、近寄りがたかった校長室・職員室、６学

級あった教室、（児童の減少で最後は普通教室が別の利用になった）、小さ

くても立派な図書室等々。私が３年間、２人の子供が７年間学んだ学び舎、

大切に引き継がれてきた校舎も間もなく無くなってしまいますが、この学

校を学び舎として育った子供たちの心の中には永遠に残っていくと思って

います。いつも当たり前のように見ていた風景がどのように変わっていく

のか、時代の流れには逆らえませんが、やはり淋しいものですね。 

小栗 司 

                        次回は、現校舎の第一回卒業生 

                     香山四一氏です 

11 月より解体が始まる旧大湫小。懐かしい思い出や思いをリレー方式

で広報に載せていきます。指名を受けられましたら、絶やさぬようご寄

稿よろしくお願いします。 
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カバープランツ追肥作業 ９/２９(金) 

 予定日が雨のため一日延びましたが、雨もあがり快 

晴となり、30人の参加者 

が以前 

植えた彼岸花に追肥      

する作業に汗を流し                                           

ました。参加された 

皆さま、お疲れ様で      

した。  

 

神明・白山神社例祭 １０/１（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに、葉っ

ぱがあるにィ 

があるわ！ 

50㎝間隔に、植わ

っとるはずやに 

こ
の
日
ば
か
り
は
、
大

湫
町
の
人
口
が
数
倍

に
・
・
・
！ 

新装した「神輿」

も「山車」に続き

中山道を・・・！ 

神明・白山神社の神事

も滞りなく行われま

した 

(神明神社) 

(白山神社) 

晴
れ
て
よ
か
っ
た

ね
‼ 

そ～れ、頑張れ、

後一踏ん張り 

もう少しだ、 

回して、回して 

さぁ、回すぞ～、 

そぉれ～・・・ 



交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

『
岐
阜
県
東
濃
県
事
務
所
長
賞
』 

釜
戸
中
三
年 

足
立
理
桜
さ
ん 

白山大権現様の花馬作り 10/7（土） 

            

 

 

 

 

 

 

 

豊作を願っての花馬作り。今回はいつも

の年とちょっと違っていました。今年は小学生・中学生・高校生そして多

数の若奥様の自発的な参加がありました。この様な事は神田地区では始め

ての事でした。きっと大湫に幸多い事が訪れるのではないかと感じられる

一時でした。皆さん初めての方が多く色の配置や竹に巻きつける事に大 

変苦労されていましたが、立派な花ができやりがいのあ 

る楽しい時間を子どもも大人も過されまし 

た。  

みんなの願いも叶い、次の日の秋祭りは 

天気にも恵まれ、盛大に行われました。 

以前は西・北地区でも子ども会を中心に 

花串（花馬）づくりをしていましたが、子どもの人数が減少しその作業が

なくなりました。神田地区では継続していってほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分からんことは○○さ

んに聞いてよ・・・ 

金色：稲穂 銀色：麦 

赤色：人参 黄色：大豆 

紫色：小豆 青色：菜 

緑色：菜 の農作物を

表すんやょ！ 

今
日
は
秋
晴
れ
で
、
最

高
の
祭
り
日
和
だ
な

ぁ
・・・！ 

なかなかうまく巻き

つけれんよ 

色の配置がむずかし

い～‼ 

紙が途中で切

れちゃう…！ 

＊大湫宿お休み処 

11 月の営業は 3 日(金)・5 日(日)・12 日

(日)・19日(日)・23日(木)です。 

皆様のお越しをお待ちしております。 

☆当日(急ぎ)の予約は丸森へ。 

℡：0572-63-2455 
 

＊おもだか屋『ほっか』 

11月営業日 (原則)毎週金、土、日曜日 

営業時間 AM10：00～PM2：00  

（ただし、営業日は変更になる事もあります。） 

           

 



                  9/23・24・30・10/1 

 4日間とも秋晴れの、いえ、 

ちょっと暑いくらいの快晴 

に恵まれ、黄金色に輝く稲 

穂も手伝って久しぶりに賑 

やかな大湫となりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 陶芸に木工・布・革などの手づくり 

品に、なんか懐かしい『おやじバンド』 

の演奏と、美味しい匂いに誘われて町の雰 

囲気を味わい、手作りの品からお気に入り 

の一品を探し、みんな楽しそ 

う・・・！ 

 

 

 

 

 

 

       スタッフの皆さん、準備か 

ら片付けそして、交通整理お疲れ様でした。 

出展者のカラ

フルなテント

が並びました 

地元からも飲食(鮎の会、

山菜おこわ)・物作り(集

まろう会)が参加！ 

瑞浪ボーノポークも 

参加してくれました 

来場者（主催者発表） 

5,200 人（4 日間） 



大垣市の赤坂中学2年生138名        １０/４(水) 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなの農園」稲刈り １０/５(木) 

本来は「体験 

学習」として子 

ども達にも参加 

してもらう予定 

でしたが、町内 

諸行事の都合で 

無理となり、天気と相談(？)しながら、男衆 

15人が作業 

に四苦八苦 

しながら行 

いました。 

 皆さん、 

お疲れ様で 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会見学で来訪 

街道に賑やか

な声が響きま

す 

撮るよ。 

みんないい

顔…‼ 

樋田議員、さまになって

るねぇ。 

はい！任せて下さい 

ハザ架けはコ

ツがあるにィ 

やれやれ、やっと稲刈

りが終わった… 

青色回転灯防犯パトロール 

11 月のパトロール予定者 

 
11/上旬 

伊藤勝佑,棚橋義光 

11/下旬 

吉野信幸,小栗 司 

デマンド交通 

利用者(大湫～日吉東部) 

8 月：27 便 延べ 48 名 

9 月：28 便 延べ 49 名 

 

 

皆さん、もっと々利用してくだ
さいね。 
利用者が少ないと、運行本数が
減ってしまうかも・・・！ 



皆様のお越し、お待
ちしております 

 

 丸森邸オープン後初めての神明・白山両神社例大祭が 10月 1日に古式ゆ

かしく行われ、「オオクテ・ツクルテ」と重なり大勢の見物客が、ウォーカ

ーたちが途切れることなく見学してくれました。 

 スタンプ目当てで子供たちも大勢来館し、対応に忙しくやりがいのある

一日でした。 

 「オオクテ・ツクルテ」が開催された 4日間はどの日も忙しかったです。 

 皆さん一同に、わー涼しい！広い！梁太いねー、実家もこんなだった、

懐かし～い、写真撮っていい？などと。私も誰かが誰かを連れて来てくれ

て、その連鎖で増えるといいと思っています。 

 静かな時に訪れる人は、大湫ってほんとうにいい所だね、住みたいなー、

空き家ない？と、移住希望も有ります。小学校が壊されると聞くと、「もっ

たいない」歴史があって、大湫のシンボルなのに何とかならないの、イン

ターネットでお金集めて残せない？など、いろんな意見も有り、自由に見

学でき、色々な話をして、昔を懐かしむところ、住民の方々も気軽に立ち

寄って世間話をできるところ、そんな丸森邸であってもいいのでは・・・。 

早瀬克子 

  
 

 

十二単(内掛け)の展示・公開！ 
    

江戸時代の旅籠商家として残る「丸森邸」内に、和宮行列で使用した 

十二単(内掛け)を展示・公開しますのでぜひご覧ください。  

（期間） １１月１日(水)～１１月３０日(木) 

９：00～１７：00 

丸森邸に来てね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

生きもの語り（５） 

夜の蝶って、蛾？ 

昼の蛾が蝶。これが実態に合っているようです。なぜなら、蛾の種類の

方が蝶より圧倒的に多いからです。日本の蝶はおよそ 2５0種。そして蛾は、

その 20 倍以上となる 6000 種。歴史ある一族に分家が多いのと同じでしょ

うか。 

夜に活動する蛾は、身の安全が担保されます。鳥やトカゲなどのような

動物から容易に身を隠せ､捕食を免れることができるからです。夜に行動す

ることを選択した蛾は数と種類を増やしていきました。増えれば当然生活

の場や食糧などを巡る競合が起きます。身の安全を犠牲にして明るい昼に

生きる場を求めてやむを得ず出て行ったのが、蝶でしょう。勇気ある行動

か、競合に負けた弱者だったのか…。 

夜は闇、とまでは言わなくても薄明かりの中での生活は、蛾にとっても

困ることがあります。生きるために食べること、そして次世代を残すこと。

暗がりでは食糧を手に入れることや相手に出会うことに苦労します。光が

無い空間では、視覚は役に立ちません。情報キャッチには視覚に代わる別

の手段がいります。あの「座頭市」が杖を扱い、耳をそばだてるように、

蛾は触覚を発達させています。映画「モスラ」のあの触覚です。 

夜の蛾から昼の蛾へ分かれていったのが蝶だとすると、姿と形が大変よ

く似ており、区別ができなくても当然でしょう。幼虫時代は蝶も蛾も植物

 

 

関連イベント 

＊１１/ ４(土) 中山道うぉーく 

（大湫宿 ➡ 細久手宿 ➡ 御嶽宿） 

＊１１/１２(日）宿内の観光案内 

＊１１/１９(日) JR のウォーキング 

＊１１/２３(祝) 中山道うぉーく 

（大湫宿 ➡ 大井宿） 

       大湫宿へどうぞ！！ 



 

リ・アップ“ひよも”だより 

 

     11 月のお茶のみ会のおさそい 

    日 時：11 月 1 日（水曜日）9：30～11：00 頃まで 

    場 所：ふれあいセンター     

参加費： ５０円 

               お待ちしています 

 

 

を食べ、親（成虫）になると、多くは花の蜜を食糧とし、こな（鱗
りん

粉
ぷん

）で

覆われるなどの共通点があります。分類学上は共に同じグループの鱗翅
り ん し

目
もく

。

似ていて当然です。それでも蝶(バタフライ)に比べ、蛾(モスラ)は嫌われ

者。 

昼に咲く花はアブやハチなどの昆虫にも花粉を運んでもらえます。とこ

ろが夜に咲くユウガオやツキミソウ・キスゲなどは、蛾が頼り。夜に咲く

花は色鮮やかに咲いても薄暗い中では、その意味をなしません。ほのかな

月明りに咲く白い花は、人間には魅惑的で可憐で優美ですが、花は人を楽

しませるために咲くわけではありません。花にとって大切なことは、花粉

を運んでもらい子孫を残す種
たね

を作ること。明かりの無い夜間、花粉運搬者

（送粉者）に来てもらうには、やはり香り（化学物質）でしょう。化学物

質での情報発信。蛾の受信装置である触覚に香りを届けられれば、蛾の来

訪が期待できます。花も蛾の行動に合わせ、夕方から香り立つわけです。 

地味で嫌われがちな蛾がどんな生活をしているかなど、実はよくわかって

いません。蛾の研究者が少ないことの反映でもあります。研究者が増える

と、おもしろい発見があるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラダンス観

に来て下さい 

                    

                                    

11月 19日（日） 

～古の旅路を歩く～中山道 琵琶峠と大湫宿 

（釜戸駅スタート 8：30～11：00） 



 
国
会
議
員
（
衆
院
）
の 

 
 
 
 
 
 
 

選
挙
が
終
わ
る 

台
風
二
十
一
号
が
近
づ
き
、
雨
の
中
で
行

わ
れ
た
。
与
野
党
ど
ち
ら
に
と
っ
て
有
利
な

雨
に
な
る
か
気
が
か
り
だ
っ
た
。
過
去
に
行

わ
れ
た
選
挙
の
投
票
率
は
僅
か
に
五
十
％

を
上
回
る
程
度
で
、
有
権
者
の
政
治
に
対
す

る
関
心
の
低
さ
が
問
わ
れ
て
い
た
。 

今
回
は
十
八
・
九
歳
に
な
っ
た
若
者
に
投

票
権
が
与
え
ら
れ
た
の
で
期
待
さ
れ
た
。
四

年
十
か
月
の
安
倍
政
権
の
動
向
は
国
民
に

不
信
感
を
持
た
せ
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。

過
日
、
元
総
理
の
福
田
さ
ん
が
、
「
今
の
議

員
は
劣
化
し
て
い
る
」
と
叱
咤
さ
れ
た
。 

し
か
し
自
民
党
の
政
権
が
続
き
「
数
」
に

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
緊
張
感
が
欠
け
て
い
た
。

一
度
、
野
党
に
や
ら
せ
て
み
た
ら
と
、
五
年

前
の
改
選
で
、
民
主
党
に
政
権
を
と
ら
せ
た
。

だ
が
、
小
学
校
の
一
年
生
（
政
権
）
で
は
荷

が
重
す
ぎ
て
三
年
生
で
落
第
し
て
し
ま
っ

た
。
が
っ
か
り
し
た
国
民
は
、
再
び
大
学
生

の
自
民
党
に
政
権
を
託
し
た
。 

景
気
の
よ
く
な
る
事
を
願
う
国
民
に
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
三
本
の
矢
を
放
っ
て
、

安
倍
政
権
は
国
民
の
人
気
を
と
っ
た
。
大
企

業
の
中
に
は
過
去
最
高
の
収
益
を
上
げ
る

と
こ
ろ
も
出
て
来
た
が
、
中
小
企
業
に
は
及

ば
ず
、
国
民
は
格
差
社
会
に
不
満
を
持
っ
て

い
る
。 

先
の
見
え
な
い
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
不

安
が
あ
る
が
、
北
朝
鮮
問
題
を
国
難
と
言
っ

て
、
今
回
の
選
挙
を
断
行
し
た
。
そ
れ
に
か

こ
つ
け
て
憲
法
の
改
正
を
目
論
ん
で
い
る
。 

財
政
赤
字
が
一
千
兆
円
を
超
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
予
想
さ
れ
る
の
は
増
税
で
あ
る
。

消
費
税
の
十
％
引
き
上
げ
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
選
挙
の
度
に
公
約
で
国
の
支
出

は
増
す
ば
か
り
。
国
の
形
を
変
え
る
よ
う
な

大
き
な
案
件
が
山
積
し
て
い
る
。
と
て
も
二

年
生
（
政
権
担
当
）
に
な
る
野
党
に
は
無
理

と
思
っ
た
選
挙
民
は
、
敢
え
て
大
学
生
の
自

民
党
政
権
を
選
ん
だ
。 

二
百
七
十
三
人
の
過
半
数
を
超
え
る
大

勝
を
得
た
安
倍
政
権
に
ま
ず
期
待
し
た
い

こ
と
は
、
親
の
仕
送
り
（
政
党
助
成
金
）
を

廃
止
す
る
事
で
あ
る
。
議
員
報
酬
に
加
え
て

活
動
費
も
お
手
盛
り
で
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
際
減
額
あ
る
い
は
廃
止
す
べ
き
だ
。

そ
れ
と
議
員
定
数
の
削
減
も
是
非
や
っ
て

ほ
し
い
。
参
議
院
を
廃
止
す
る
必
要
も
あ
る
。

ま
ず
身
を
切
る
改
革
を
や
る
と
共
に
何
時

の
間
に
か
復
活
し
た
企
業
献
金
は
弊
害
が

多
い
の
で
禁
止
す
べ
き
だ
。 

選
挙
に
は
金
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
日
頃
の
政
治
活
動
が
大
事
で
あ
り
。

毎
日
が
選
挙
運
動
で
あ
る
こ
と
を
申
し
上

げ
、
安
心
し
て
住
め
る
国
づ 

く
り
を
期
待
し
た
い
。 

 
 
 
 

天
野
長
三
郎 

 



                    

                    

                    



                    

  

 

旧大湫小学校解体工事について（お知らせ） 

瑞浪市教育委員会教育総務課 
 

 日頃より、瑞浪市教育行政に対しご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上

げます。 

 この度、旧大湫小学校校舎・プールを解体撤去する工事請負業者が、

下記のとおり決まりました。来年３月末までの工期にて解体工事を実施

いたします。 

つきましては、大湫町の皆様には、建物解体や搬出車両の往来などに

より、工事期間中、大変ご迷惑をお掛けいたします。安全を優先に作業

を行いますので、ご理解を頂きますよう、よろしくお願いします。 
 

記 
  

１． 全 体 工 期   平成２９年１１月初旬 ～ 平成３０年３月末 

  ・11月の主な作業：安全対策、足場組、仮囲い、内部片付け・搬出 

  ・12月からの作業：校舎・プール解体、廃棄物搬出 
 

２． 工事発注者      瑞浪市教育員会教育総務課 担当：高橋、酒井 

                      ＴＥＬ６８－９８３２ 
 

３． 請 負 業 者   有限会社 イタガキ商事 担当：板垣 

       瑞浪市寺河戸町８７１－６ ＴＥＬ６７－０３３２ 

 

旧大湫小学校 



西森川邸清掃（民間ワイワイプロジェクト西森川チーム）	

次回の活動のお知らせとご報告	

	
空き家になっていた西森川邸の利活用に向けて、有志のメンバーを募り

清掃活動を行なっています。活動はどなたでもご参加いただけます。お

気軽にお問い合わせください。	

【今後のスケジュール】（今年は最後の活動となります）	

11 月 19 日（日）9時～12 時	 第五回清掃活動（雨天中止）	

※11 月 19 日の活動後は、日吉の天神窯にて、バーベキュー交流会開催す

る予定です。（参加者実費：大人 3,000 円程度を予定）（雨天中止）	

【持ち物】	

軍手・頭に巻くタオル・マスク（粉塵がでます）・飲み物・スリッパ・懐

中電灯・加えて男性は、家具の金具取り作業がありますので、金槌や工

具をお持ちください。	

【今回お越しいただく講師の先生】	

株式会社	小倉左官店	小倉さん	

【前回の活動の様子】	

	  	
家具の解体による大きな音や古民家からでる粉塵など、近隣の皆様には

ご迷惑をおかけしております。活動にご理解いただきありがとうござい

ます。これまでに、のべ 200 名の方にご参加いただき随分と古民家の中

の整理ができてきました。来年は、建物の補修や解体等、みなさまのご

意見をいただきながら進めたいと思います。	

【お問い合わせ先】	

NPO 法人グリーンバード	 瑞浪チームリーダー	玉川幸枝	

TEL:0572-56-1777	

※交流会には大湫町のみなさまどなたでも参加して頂きたいと思います。

参加希望者は下記へご連絡ください。	

棚橋和代	 0572-63-2861	 （申し込み締め切り：10 月 31 日）	



 

            この度、大湫町を転出する事になりました、 

市川恵太です。 

  短い期間ではありましたが、温かい皆さんと素敵な自然の中で生活  

出来た事は、とても貴重な時間で、かけがえのない人生の 1ページと 

なりました。 

 僕は、これからも陶芸をやり、機会があれば大湫町に顔を 

 出す事があると思いますので、その時はどうぞ宜しくお 

 願いします。 

  本当にありがとうございました。 

              

市川恵太 

 

 

 

 

 

「大湫公民館からのお知らせ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オススメ！大湫分室の本 

「小林カツ代の 

永久不滅レシピ 101」 

小林カツ代：著 

 2014 年にこの世を去った人気

料理研究家・小林カツ代さんの代表

的なレシピから料理本初掲載の幻

のレシピまで！家庭の定番になる

料理本です。 

ご招待券あります（各 2 名様） 

○「浮世絵ねこの世界―愛されニ 

ャンコから猫又まで―」 

期間：12 月 10日まで 

会場：中山道広重美術館 

○「1964 証言-現代国際陶芸展 

の衝撃」 

期間：2018.1.28 

会場：岐阜県現代陶芸美術館 

残念やけど、仕事じゃぁ仕

方な～ねぇ・・・ 
転勤先でも、

頑張りゃー

よ！ 

遊びにこや～

よ。待っとるで

よぉ～ 

入場整理券あります   

 『あったかいコンサート』  日時：12 月 23 日（土）14時開演 

             会場：瑞浪市総合文化センター ホワイエ 



区
長
日
記 

 

大
湫
神
明
白
山
神
社
の
例
祭
、
神
田
の
白
山
奥
権
現
神
社
の
例
祭

が
秋
晴
れ
の
好
天
の
中
、
氏
子
崇
敬
者
を
は
じ
め
多
く
の
来
客
を
得

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
神
社
関
係
者
の
お
骨
折
り
に
よ
り

美
し
く
整
備
さ
れ
た
山
車
や
神
輿
の
お
披
露
目
の
機
会
と
も
な
り
、

文
化
財
審
議
会
委
員
の
方
々
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
に
伝
統
あ

る
例
大
祭
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ
た
と
、
関
係
者
と

し
て
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
続
い
て
行
わ
れ
た
足
又
の
八
幡
神
社
の
例
祭
は
、
生
憎
の

雨
模
様
と
な
り
、
仮
設
テ
ン
ト
の
増
設
な
ど
多
大
な
ご
苦
労
を
お
掛

け
し
ま
し
た
が
、
小
さ
な
公
民
館
に
寿
司
詰
め
で
行
っ
た
直
会
で
の

弾
け
る
よ
う
な
参
会
者
の
笑
顔
が
明
日
へ
の
希
望
と
な
り
ま
し
た
。 

五
千
二
百
人
の
来
場
者
を
迎
え
た
第
三
回
を
数
え
る
「
オ
オ
ク

テ
・
ツ
ク
ル
テ
」
の
行
事
も
、
素
晴
ら
し
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
町
内

外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
ご
支
援
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
で

き
ま
し
た
こ
と
、
実
行
委
員
の
ひ
と
り
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
こ
十
数
年
の
急
速
な
人
口
減
少
の
中
、
地
域
を
支
え
る
民
力
を

確
保
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
、
転
入
対
策
活
動
と
大
湫
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
は
、
宿
場
の
再
整
備
事
業
と
と
も
に

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
重
要
な
柱
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
町
内
外
の
若
い
世
代
の
力
を
活
か
し
、
未
来
へ
続
く
大
湫

町
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

区
長
会
長 

足
立 

 10
月
１
日 

神
明
・
白
山
神
社
例
祭
、
オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
４
日
目 

６
日 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会
、
み
ん
な
の
農
園
（
稲
刈
り
） 

７
日 

竜
吟
幼
児
園
運
動
会 

 
 

８
日 

神
田
白
山
権
現
神
社
例
祭 

 
 

11
日 

神
田
火
災
後
片
付
け 

 
 

15
日 

足
又
八
幡
神
社
例
祭 

 
 

18
日 

オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
実
行
委
員
会
反
省
会 

 
 

22
日 

衆
議
院
選
挙 

 
 

24
日 

自
治
連
合
会
視
察
研
修
（
上
田
市
） 

 
 

25
日 

自
治
連
合
会
視
察
研
修
（
南
木
曽
町
） 

 
 

27
日 
み
ん
な
の
農
園
（
脱
穀
） 



                     
 

  

 
 

 

編
集
後
記 

 

秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
日
の 

 
 

中
で
行
な
わ
れ
た
「
秋
祭
り
」
や 

 
 

「
オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
」
を 

 
 

終
え
、
残
す
は
「
大
湫
町
文
化
祭
」。 

 
 

 

陶
芸
家
・
彫
刻
家
の
郷
土
作
家
に 

 
 

負
け
ず
劣
ら
ぬ
竹
細
工
や
写
真
、
他
に 

 
 

も
町
民
の
力
作
が
揃
い
ま
す
。
ま
た
、
芸 

 
 

達
者
な
人
が
魅
せ
て
く
れ
る
芸
能
の
部
。 

 
 

 

お
茶
席
で
一
息
つ
き
な
が
ら
、
一
日
を 

 
 

 

満
喫
し
ま
せ
ん
か
？ 

 
 

 
 

他
で
は
味
わ
え
な
い
『
大
湫
』
ら
し
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

姿
が
あ
る
は
ず
・
・
・
ｙ 

 

編 集 発 行：大湫町コミュ二ティ推進協議会 広報委員会 

平成 29 年 11 月 1 日   瑞浪市大湫町 422-1  ℡0572(63)2360 

http://okute-shuku.jp/ 

 

三
〇
二
六
二
五

二
三

一
九
一
八
一
六
一
四
一
二

一
一

九 八 六 三 二 一 日

木 日 土 木 日 土 木 火 日 土 木 水 月 金 木 水 曜

　
　
行
　
　
　
事

広
報
委
員
会

第
二
回
資
源
回
収
／
ひ
な
た
ぼ

っ
こ
の
会

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

神
明
・
白
山
神
社
新
嘗
祭

＊
勤
労
感
謝
の
日

Ｊ
Ｒ
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

集
ま
ろ
う
会

市
寿
大
学
合
同
研
修

趣
味

（
男

）
の
料
理
教
室

集
ま
ろ
う
会

（
芋
ほ
り
他

）

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

釜
戸
小
学
習
発
表
会

定
例
区
長
・
幹
事
会

市
音
楽
会

財
産
区
全
員
会
議

大
湫
町
文
化
祭

（
九
時
～

十
五
時

）

＊
文
化
の
日

小
中
合
同
合
唱
交
流
会

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

予
　
　
　
定

ｋ

平
成
二
十
九
年
十
一
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：11/21(火)不燃ごみ：11/7(火)


